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論文内容の要旨

フォン・ノイマン環の理論は近年目ざましい発展を遂げて来たが，残された重要な問題の一つに超有

限ではない L型因子環の構造の研究がある。本論文は測度亜群に付随するフォン・ノイマン環の研究を

通じて乙の問題を解明しようとしたものである。

本論文は 3 つの章から成っている。第一章は既によく知られている測度亜群とフォン・ノイマン環に

関する事実で以後の章に必要となるものをまとめたものである。

第二章においては， フォン・ノイマン環の部分環の共役の問題を研究している。そのために半群 Bの

ボレルー空間上への作用という概念を導入し， 乙の作用から得られる測度重群に付随するフォン・ノイマ

ン環Mを考える。乙の時に， B からMの単射的自己準同型のなす半群の中への準同型@を構成した。 b 1
と b 2 を Bの元とした時I C::， Mの 2 つの部分環 Øb1 (M) と Øb2 (M) が内部共役であるための一つの必要条
件を証明した。次に B の元 b 1 ， b 2 1C::対しである種の条件を仮定した時に， φbl(M) と φb2 (M) が共役と
はならないための一つの十分条件を証明した。更に以上の議論を適用して次のことを示した。 n次特殊

線形群の n 次元トーラス上への作用から得られる測度亜群に付随する超有限でない B 1型因子環にはそれ

自身と同型で互いに共役ではない可算無限個の部分環が存在する。

第三章においては， A. コンヌによって導入された 1 1 型フォン・ノイマン環の周期的自己同型の外部不

変量を研究している。この不変量は超有限11 型因子環においては周期的自己向型の外部共役類に対する

完全な分類を与えることがコンヌによって示されており，超有限で、ない場合の研究は重要な意味を持つo
n = 1, 2 , 3，……に対してれ (n) を 2 次特殊線形群のある種の部分群とし， F2 (n) の 2 次元トーラス上

への作用から得られる測度亜群に付随する超有限でない L型因子環をMn とする。 p を 2n の約数， r= 
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exp (2π 、!-T/p) とした時iζ，外部不変量 (p， r り (i= 0, 1 ，…ー・， p -1) を持つMn の周期的自己同

型 ρn ， p， i を構成した。すなわち，外部不変量のすべての可能な値に対して，その値を外部不変量として

持つ周期的自己同型が上で構成された自己同型の中に存在する乙とになる。

論文の審査結果の要旨

本論文は、フォン・ノイマン環の構造解析における複雑さの様相についての考察をいくつか与えたもの

である。

本論文は 3 章から成る。第 1 章は準備である D

第 2 章において著者は群Aの部分モノイド Bが作用する可測空間 S において B の離散正規部分群C

から得られる可測亜群 G=SxC に対し その上の適当な横断測度からできる左正則表現 (H.L) のう

つしかえ作用素のつくるフォン・ノイマン環Mを考察する。この中に B の要素による単射的自己準同形φb

を定義し，それを用いてできるMの部分フォン・ノイマン環Øb(M) が， Mの中で互いに内部共役になる

条件，また互いに共役とならない条件を与えている。そして， 乙れを SL (n, Z) が Tnl乙作用している

場合に適用し，この場合に得られる完全H1 型因子環においては，互いに共役でなくかっ互いに同形な可

算無限個の部分フォン・ノイマン環の族が存在することを示している。

第 3 章では ， H 1 型因子環における周期的自己同形に対する Connes 不変量を扱い，同じ構成法をもっ

H1 型因子環において 乙の不変量に関し，すべての可能性が実際にお乙る乙とを示しているc

本論文はフォン・ノイマン環の研究において，損.lJ度亜群の利用による有効な理論構成を示し，将来の発

展に関していろいろな示唆を与えており，学位論文として価値あるものと認める。
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